
JP 2018-183294 A5 2021.1.21

10
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【年通号数】公開・登録公報2018-045
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【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】令和2年12月1日(2020.12.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者の操作によって発射された遊技球が流下可能な遊技領域を有する遊技盤を具備し
、前記遊技領域に設けられる特定受入口に遊技球が入球することで所定の遊技利益を付与
する遊技機において、
　前記遊技盤に形成される開口に設けられるセンター役物と、
　前記センター役物と一体化されて設けられ、遊技球が通過可能な通路を形成する遊技球
通路部と、を備え、
　前記遊技球通路部として、異なるルートで遊技球が流通する第１流通通路と第２流通通
路を備え、
　前記第１流通通路と前記第２流通通路の下流には、遊技球が入球可能な特定入球部を備
え、前記第１流通通路から流下してくる遊技球と前記第２流通通路から流下してくる遊技
球では、前記特定入球部への入球確率が異なる
　ことを特徴とした遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　手段：
「遊技者の操作によって発射された遊技球が流下可能な遊技領域を有する遊技盤を具備し
、前記遊技領域に設けられる特定受入口に遊技球が入球することで所定の遊技利益を付与
する遊技機において、
　前記遊技盤に形成される開口に設けられるセンター役物（例えば図１１６のセンター役
物２５００）と、
　前記センター役物と一体化されて設けられ、遊技球が通過可能な通路を形成する遊技球
通路部（例えば図１１７の流通通路群２５２０）と、を備え、
　前記遊技球通路部として、異なるルートで遊技球が流通する第１流通通路と第２流通通
路（例えば図１１７の第一流通通路２５２１と第二流通通路２５２２）を備え、
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　前記第１流通通路と前記第２流通通路の下流には、遊技球が入球可能な特定入球部（例
えば図１１７のゲート部２００３）を備え、前記第１流通通路から流下してくる遊技球と
前記第２流通通路から流下してくる遊技球では、前記特定入球部への入球確率が異なる（
例えば段落［０７６２］の記載）
　ことを特徴とした遊技機。」
　また、本発明とは異なる別の発明として以下の発明を開示する。
　手段１：遊技機において、
　「遊技媒体が打込まれ、枠状のセンター役物が設けられている遊技領域を有する遊技機
であって、
　前記センター役物の上方へ打込まれる遊技媒体の打込強さに応じて、異なるルートで遊
技媒体が流通する複数の流通通路と、
　複数の該流通通路の下流側の前記遊技領域内に設けられており、遊技媒体の通過又は受
入れにより所定の特典を付与する特典付与部と
を具備している」ものであることを特徴とする。
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